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あらまし オンラインショッピングサイトでは，商品選別の際に，その商品に対するレビューが活用されているが，特

にコスメ・アイテムにおいては，その商品を使用している状況を撮影した画像とともに投稿されたレビューが増えて

きている．本研究では，この大量のレビュー画像を一度に俯瞰することを可能にするため，画像の色情報に着目し，

色情報とレビューテキストとの関係性について分析を行った．
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1. は じ め に

ユーザが商品を購入する際，SNSや口コミサイトに投稿され

た購入者の感想や評価を参考にすることが多くなっている．特

に、コスメ商品などにおいては，実際にその商品を使用してい

る状況を撮影した画像（以下、レビュー画像と呼ぶ）が大量に

投稿され，レビュー画像が商品の選別に影響を与えていること

が明らかになっている．また，コスメ商品のレビュー画像と共

に投稿される文章には，「キラキラ」や「艶がある」などのよう

な使用感を表すキーワードが含まれていることがあり，それら

も商品選別に影響を与えている．

しかし，大量のレビュー画像とレビューテキストを同時に一

覧するのは困難であり，検索の結果などで上位にあげられる少

数のレビューしか閲覧できないという問題がある．本研究では，

このレビュー画像を活用したコスメ商品の選別支援を目的とし

て，コスメ商品の使用感の把握を可能にするレビュー画像の可

視化手法を提案する．この可視化により，購入検討者が注目す

る使用感に基づいて，大量のレビュー画像を俯瞰することが可

能になり，効率的な商品選別が可能になると考えている．

2. 関 連 研 究

レシピ動画から料理レシピの難易度にまつわると考えられる

要素を使用するにあたり，「作業種類の多さ」「調理動作の並列

性」「編集意図 (カメラワーク)」の 3つの要素を抽出する．

「色情報とレビューを用いたコスメ・アイテムの分析と視覚

化」にて，長濱らは化粧品を扱うレビュー投稿サイトから，コ

スメ・アイテムに対するユーザ投稿画像を用いて，商品使用画

像の可視化により，ユーザからの商品選別新司法を提案する．

提案する商品選別支援の手法に関しては，画像における HSV

値を用いた色相，彩度と明度の三つの色の要素の分析により，

画像を 3次元の色空間に配置し，ユーザからの選別を支援する．

「オンラインレビューにおける商品使用画像を利用したアイ

テム選別支援インタフェース」にて，長濱らは以前に提案して

いたＨＳＶ値を利用したコスメ・アイテムの画像可視化を完成

し，提案手法を利用したユーザからアンケートを取った結果，

提案する商品の選別手法は有効であることが証明された．また，

HSV分析手法により，下記のように述べている．

「SNS による文化と風土の可視化 － Instagram から地域の

「見どころ」と「見ごろ」を発見する」にて，久保田らは写真投

稿で有名である Instagramのユーザが特定の地域で投稿された

画像と，時系列を用いて，地域の見どころと見ごろを可視化手

法の提案を述べた．久保田らは手法に関しては，instagramに

投稿された画像を RGB(Red, Blue, Green)，HSV(Hue, Sat-

uration, Value)と L*a*b*といった三つの色空間で画像の分析

を行い，画像を 3次元の色空間にて可視化する．そして，時系

列を用いることで，画像のサムネイルの大きさを変化させたり，

画像の拡大や縮小を操り返したりすることで，時間の流れを表

現した．そうすることにより，久保田らはテキストデータを抽

出せずに，ユーザが住む現代社会や文化の風景を明らかにした．

「料理画像の色情報を用いたレシピ選別支援」にて平川ら

はテキストレシピを扱うレビューサイトから，ユーザが投稿

した大量の画像から，料理画像のサムネイルを，HSV(Hue,

Saturation, Value)値を用いていたことによる 3次元の色空間

配置で，ユーザからのレシピ選別を支援とするシステムを提案

した．平川らが行った実験結果により，レシピ選別システムに

対しては「今まで知らなかった新しいレシピを発見することが

出来る」というユーザの声を確かめることができた．

3. 本研究のアプローチ

商品使用画像の俯瞰を支援するために，本研究では，商品

画像が持つ色情報と，その商品への商品レビューに含まれる

キーワードとの関係性の分析を行う．画像の色情報としては，

画像を構成する各画素の RGB値の平均を用いる．また，商品

レビューについては，コスメアイテムを扱うレビューサイト

@cosme に投稿されたレビューを用いる．レビュー全体で使用

されたすべてのキーワードについて，商品レビューでのキー

ワードの有無で商品を分類し，その商品画像の色情報によるロ

ジスティック回帰を用いて関係性を求める．色情報との関係性



図 1 サムネイルの可視化

が高いキーワードを見つけることによって，購入予定者が着目

するキーワードにて商品使用画像を見やすく表示することが可

能になる．

4. 手 法

本章では，コスメ・アイテムへの商品レビューのテキストデー

タと商品画像の関連性を可視化する手法について述べる．

本手法では商品画像と色情報に関するキーワードの関連性を

明確するために，画像をサムネイル化し，図 1のように可視化

する．

収集した画像を可視化するまでの手順は以下の通りである．

（ 1） 商品の画像を収集し，その画像の色情報を求める．

（ 2） レビュー投稿サイトから商品に関するレビューを収集

する．

（ 3） レビューテキストからキーワードを抽出する．

（ 4） ロジスティック回帰を用いることにより，キーワード

と色情報の相関について分析する．

（ 5） 得られた相関係数に従い，色空間の視点を変更する．

以下，各手順の詳細について述べる．

• 商品画像の収集

一般的な検索エンジンを用いて画像を探すと，同じコスメ・

アイテムであっても撮影環境によって色合いが大きく異なって

しまう．そこで，画像の撮影環境を可能な限り統一するため，

@cosme という投稿レビューサイトが提供する商品画像を利用

することにした．@cosme の画像は全て商品撮影用の環境の中

で取るため，環境による色の変化の影響を最小限に抑えること

ができるものと考えられる．

画像の色情報として，画像を構成する各画素ごとの色を赤・

緑・青の３原色の輝度（RGB値）で表し，全画素におけるこ

れらの平均値を用いる．

• 商品に関するレビュー収集

本研究で使用するレビューは全て @cosme に投稿されたもの

を用いる．口コミ量が膨大なため，商品がタグ付けられたユー

ザ投稿のみを対象にした．

• キーワードの抽出

本研究では，一つの商品に対する複数のレビュー投稿を一つ

の投稿文章とみなし，形態素解析を行ってキーワードを抽出

する．

表 1 実験に用いた商品情報

Item No. Red Green Blue Keywords

1 0.952941176 0.949019608 0.945098039 951

2 0.960784314 0.949019608 0.937254902 348

3 0.945098039 0.941176471 0.937254902 400

4 0.874509804 0.866666667 0.870588235 234

5 0.898039216 0.874509804 0.862745098 331

6 0.949019608 0.91372549 0.921568627 354

7 0.894117647 0.882352941 0.882352941 281

8 0.878431373 0.796078431 0.8 356

9 0.764705882 0.670588235 0.678431373 411

• キーワードと色情報の相関

レビューに含まれるキーワードと，画像の色情報の相関を分

析するために，画像の色情報を説明変数とし，その画像へのレ

ビューにおける当該キーワードの有無を目的変数としたロジス

ティック回帰分析を用いる．

5. 実 験 内 容

実験に用いる商品として，@cosme のサイトから 9つの商品

を選択し，それらの商品画像とその商品に対して行われた投稿

レビューを取得した．商品画像の色情報として RGB 値の平均

と，投稿レビューを形態素解析することで得られたキーワード

の数を表 1に示す．なお，RGB値は，0（輝度最小）から 1（輝

度最大）にスケール変換を行っている．

次に，投稿レビューを形態素解析することによって得られた

総計 1856個のキーワードのそれぞれについて，投稿レビュー

での当該キーワードの有無を目的変数として，商品の色情報に

よるロジスティック回帰分析を行った．分析の結果，再現率が

80%を超えたキーワードのうち，主なものを表 2に示す．表の

値は，説明変数として用いた色情報に対する回帰係数であり，

その絶対値が大きい方が，キーワードによる商品画像の分類に

おいて影響が大きいことを表している．

6. お わ り に

本論文ではロジスティック回帰を用いて，商品レビューに含

まれるユーザによるテキストキーワードと，商品画像の色情報

との関連性についての分析を行った．レビューに含まれる色情

報に関するキーワードと RGB空間の関連性が現段階ではまだ

妥当とは言えないが，分析した商品やレビューが少なかったた

め，より多くのデータを分析する必要があると考える．
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